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施した．郵送調査法を採り，全国の小・中学校各 200 校に質問紙を 6部郵送し，校長 1名と教員
5名までに回答してもらい，それぞれ厳封する形で返送してもらった．調査対象校の選定は，全
国の都道府県から設置率と設置年度（2004-2015 年度まで）に応じて抽出する層化二段無作為抽










































開放タイプ 45.7％（187 ／ 409），葛藤タイプ 13.4％（55 ／ 409），専門職タイプ 39.9％（163 ／
409），閉鎖タイプ 1.0％（4 ／ 409）であった．一方で参加経験なしと回答した校長及び教員の
「開かれた学校」観は，開放タイプ 38.0％（52 ／ 137），葛藤タイプ 12.4％（17 ／ 137），専門職
タイプ 48.2％（66 ／ 137），閉鎖タイプ 1.5％（2／ 137）であった．
　図 3「地域で行われる行事の企画への参加」については，参加経験ありと回答した校長及び教
員は，開放タイプ 47.6％（189 ／ 397），葛藤タイプ 13.9％（55 ／ 397），専門職タイプ 38.0％
（151 ／ 397），閉鎖タイプ 0.5％（2 ／ 397）であった．一方で参加経験なしと回答した校長及び
教員の「開かれた学校」観は，開放タイプ 33.6％（50 ／ 149），葛藤タイプ 11.4％（17 ／ 149），
専門職タイプ 52.3％（78 ／ 149），閉鎖タイプ 2.7％（4／ 149）であった．
　図 4「学校支援ボランティアの打ち合わせへの参加」については，参加経験ありと回答した校
長及び教員は，開放タイプ 46.8％（145 ／ 310），葛藤タイプ 14.2％（44 ／ 310），専門職タイプ
37.7％（117 ／ 310），閉鎖タイプ 1.3％（4／ 310）であった．一方で参加経験なしと回答した校
長及び教員の「開かれた学校」観は，開放タイプ 39.8％（94 ／ 236），葛藤タイプ 11.9％（28 ／
236），専門職タイプ 47.5％（112 ／ 236），閉鎖タイプ 0.8％（2／ 236）であった．
　図 5「地域連携担当教員としての活動への参加」については，参加経験ありと回答した校長及
び教員は，開放タイプ 47.2％（119 ／ 252），葛藤タイプ 15.5％（39 ／ 252），専門職タイプ
36.1％（91 ／ 252），閉鎖タイプ 1.2％（3 ／ 252）であった．一方で参加経験なしと回答した校
長及び教員の「開かれた学校」観は，開放タイプ 40.5％（117 ／ 289），葛藤タイプ 11.4％（33




























　まず全体の集計結果が図 6 である．今回は，開放タイプ 44.3％（235 ／ 531），葛藤タイプ
12.6％（67 ／ 531），専門職タイプ 42.0％（223 ／ 531），閉鎖タイプ 1.1％（6／ 531）であった．
一方前回調査では，開放タイプ 31.2％（1598 ／ 5125），葛藤タイプ 15.5％（792 ／ 5125），専門






　次に，学校種別に集計した結果が図 7 と図 8 である．今回小学校では，開放タイプ 47.5％
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（113 ／ 238），葛藤タイプ 10.1％（24 ／ 238），専門職タイプ 41.6％（99 ／ 238），閉鎖タイプ
0.8％（2／ 238）であった．また前回調査では，開放タイプ 31.7％（1166 ／ 3673），葛藤タイプ
14.4％（529 ／ 3673），専門職タイプ 52.3％（1922 ／ 3673），閉鎖タイプ 1.5％（56 ／ 3673）で
あった．
　一方，今回の中学校では，開放タイプ 41.6％（122 ／ 293），葛藤タイプ 14.7％（43 ／ 293），
専門職タイプ 42.3％（124 ／ 293），閉鎖タイプ 1.4％（4 ／ 293）であった．また前回調査では，
開放タイプ 29.8％（432 ／ 1452），葛藤タイプ 18.1％（263 ／ 1452），専門職タイプ 49.5％（719





図 7　「開かれた学校」観の 4タイプ（小学校） 図 8　「開かれた学校」観の 4タイプ（中学校）











た結果が図 9と図 10 である9）．管理職における今回の結果は，開放タイプ 54.7％（116 ／ 212），
葛藤タイプ 10.8％（23 ／ 212），専門職タイプ 34.0％（72 ／ 212），閉鎖タイプ 0.5％（1 ／ 212）
であった．また前回調査では，開放タイプ 33.6％（518 ／ 1543），葛藤タイプ 16.8％（259 ／
1543），専門職タイプ 48.2％（743 ／ 1543），閉鎖タイプ 1.5％（23 ／ 1543）であった．
　一方，教諭における今回の結果は，開放タイプ 37.3％（119 ／ 319），葛藤タイプ 13.8％（44
／ 319），専門職タイプ 47.3％（151 ／ 319），閉鎖タイプ 1.6％（5 ／ 319）であった．また前回
調査では，開放タイプ 30.1％（1051 ／ 3493），葛藤タイプ 14.9％（521 ／ 3493），専門職タイプ




















／ 97），葛藤タイプ 9.0％（9 ／ 97），専門職タイプ 33.0％（33 ／ 97），閉鎖タイプ 1.0％（1 ／
97）であった．また前回は，開放タイプ 34.5％（373 ／ 1080），葛藤タイプ 15.6％（169 ／
1080），専門職タイプ 48.4％（523 ／ 1080），閉鎖タイプ 1.4％（15 ／ 1080）であった．一方，
中学校管理職の「開かれた学校」観についての今回の結果は，開放タイプ 53.0％（62 ／ 115），
葛藤タイプ 12.0％（14 ／ 115），専門職タイプ 33.3％（39 ／ 115），閉鎖タイプ 0.0％（0 ／ 115）
であった．また前回調査では，開放タイプ 31.3％（145 ／ 463），葛藤タイプ 19.4％（90 ／
463），専門職タイプ 47.5％（220 ／ 463），閉鎖タイプ 1.7％（8／ 463）であった．
　小学校教諭における今回の結果は，開放タイプ 40.4％（59 ／ 141），葛藤タイプ 10.3％（15 ／
141），専門職タイプ 45.2％（66 ／ 141），閉鎖タイプ 0.7％（1 ／ 141）であった．また前回は，
開放タイプ 30.6％（773 ／ 2528），葛藤タイプ 13.9％（351 ／ 2528），専門職タイプ 53.9％（1363
／ 2528），閉鎖タイプ 1.6％（41 ／ 2528）であった．一方，中学校教諭における今回の結果は，
開放タイプ 33.3％（60 ／ 178），葛藤タイプ 16.1％（29 ／ 178），専門職タイプ 47.2％（85 ／
178），閉鎖タイプ 2.2％（4 ／ 178）であった．また前回調査でも，開放タイプ 28.8％（278 ／




学校 54.0％，中学校 53.0％），次に専門職タイプ（小学校 33.0％，中学校 33.3％）というように
順位が入れ替わっている．一方，教諭については小学校，中学校のいずれも，前回に比べ専門職
図 11　「開かれた学校」観の 4タイプ（小学校管理職） 図 12　「開かれた学校」観の 4タイプ（中学校管理職）




















































































学校運営協議会の会議への参加 39.9％→ 48.2％，地域行事の企画への参加 38.0％→ 52.3％，学校支援
ボランティア打ち合わせへの参加 37.7％→ 47.5％，地域連携担当教員としての活動への参加 36.1％
→ 47.1％，と参加経験のある方がその割合が低くなっている．一方で，開放タイプの割合については
以下のようになる（経験あり→なし）．学校運営協議会の会議への参加 45.7％→ 38.0％，地域行事の
企画への参加 47.6％→ 33.6％，学校支援ボランティア打ち合わせへの参加 46.8％→ 39.8％，地域連携
担当教員としての活動への参加 47.2％→ 40.5％，と参加経験のある方がその割合が高くなっている．
5）葛藤タイプの割合は，各活動への参加経験の有無によって以下のようになる（経験あり→なし）．学
校運営協議会の会議への参加 13.4％→ 12.4％，地域行事企画への参加 13.9％→ 11.4％，学校支援ボラ
ンティア打ち合わせへの参加 14.2％→ 11.9％，地域連携担当教員としての参加 15.5％→ 11.4％，と参
加経験のある方がその割合が高くなっている．
6）岩永定・芝山明義・岩城孝次「『学校と家庭・地域の連携』に対する校長の意識に関する研究　　四
国 4県の小・中学校調査を通して　　」鳴門教育大学学校教育実践センター紀要 15，2000 年，11-20
頁，岩永定・芝山明義・岩城孝次「『学校と家庭・地域の連携』に対する教員の意識に関する研究
　　四国 4県の小・中学校調査を通して　　」鳴門教育大学学校教育実践センター紀要 16，	2001 年，
11-19 頁．なお，校長に対する調査時期は 2000 年 2-3 月，教員に対する調査時期は 2000 年 12 月-2001
年 1 月であった．
7）具体的には以下のようになる（前回→今回）．葛藤タイプは 15.5％→ 12.6％，専門職タイプは 51.5％
→ 42.0％，閉鎖タイプは 1.8％→ 1.1％とその割合が低くなっている．一方で開放タイプは 31.2％
→ 44.3％とその割合が高くなっている．
8）具体的には以下のようになる（前回→今回）．小学校においては，葛藤タイプは 14.4％→ 10.1％，専
門職タイプは 52.3％→ 41.6％，閉鎖タイプは 1.5％→ 0.8％．中学校においては，葛藤タイプは 18.1％
→ 14.7％，専門職タイプは 49.5％→ 42.3％，閉鎖タイプは 2.6％→ 1.4％とその割合が低くなっている．




門職タイプは 48.2％→ 34.0％，閉鎖タイプは 1.5％→ 0.5％．教諭においては，葛藤タイプは 14.9％
→ 13.8％，専門職タイプは 53.0％→ 47.3％，閉鎖タイプは 2.0％→ 1.6％とその割合が低くなっている．
一方で，開放タイプは管理職で 33.6％→ 54.7％，教諭で 30.1％→ 37.3％とその割合が高くなっている．
11）具体的には以下のようになる（前回→今回）．専門職タイプの割合が小学校の場合 48.4％→ 33.0％，
中学校の場合 47.5％→ 33.3％とその割合が低くなり，一方で，開放タイプの割合は小学校の場合
34.5％→ 54.0％，中学校の場合 31.3％→ 53.0％とその割合が高くなっている．
12）具体的には以下のようになる（前回→今回）．専門職タイプの割合が小学校の場合 53.9％→ 45.2％，
中学校の場合 50.6％→ 47.2％とその割合が低くなり，一方で，開放タイプの割合は小学校の場合
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